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5/14常陸大宮大使豊田清さんの
少年野球大会開催

大賀小学校　鮎の稚魚放流体験＆パラオ共和国小学生との
オンライン交流

3年ぶり
ピジョン育樹キャンペーン

　5月4日、常陸大宮大使である埼玉西武ライオンズ
一軍投手コーチ 豊田清さんの少年野球大会「第14
回 豊田清杯」が大宮市民球場にて開催されました。
　豊田さんが常陸大宮大使になってから最初の開催
となった今大会。新型コロナウイルス感染防止対策
で、参加チームを県内に絞り、1日のみの開催とな
りましたが、試合の減った昨今、久しぶりの機会に、
元気いっぱい試合をする子供たちの姿が見受けられ
ました。

　5月9日、大賀小学校の児童たちの体験事業が行われました。
　午前には、道の駅かわプラザ 河川敷にて、4～6年生37名が、鮎の稚魚放流を体験しました。放流体験は毎年、
久慈川漁業協同組合を中心に行われ、この日は2,000匹の稚魚を放流しました。鮎に傷がつかないように、自分
が川に落ちないように慎重に放流する児童たち。身近な自然と、それを守る人々がいるからこそ行える貴重な体
験となりました。
　午後には、6年生がパラオ共和国の5年生とオンライン交流を行いました。公用語として英語を使う同国との交
流は、児童たちにとって、普段の外国語の授業の成果を試す絶好の機会となりました。自己紹介や好きな食べ物
の話題について、身振り手振りを交えながら、英語でのやり取りを楽しみました。児童たちは、終始笑顔で交流し、
お互いの国への興味を高めていました。

　5月14日、鷲子地区 ピジョン美和の森にて、3年

ぶりに「育児と育樹、心はひとつ」をスローガンと

する「ピジョン第36回赤ちゃん誕生記念育樹キャ

ンペーン」が開催されました。応募者約1万人から

当選した、茨城県内の27組の家族が参加し、赤ちゃ

んと苗木の健やかな成長を願って植樹を行いまし

た。家族で協力して、植樹する姿が印象的でした。

▲白熱した試合を展開しました。

▲鮎の稚魚放流の様子

▲健やかな成長を願って…！

▲オンライン交流の様子
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